




































































































































































社A 1 P.73 コラム -権第6条(子どもによる子どものための「権」より)








T 1 p.91 子どもの -権(児童の権利に関する条約)では，子どもは，いかなる差別も
社A 人権の保 受けず，保護される権利を持つ
障
P.59 子どもの …際第連盟一次か世ら界…大児戦童後権，利世憲界章で(最初の子ど受ものけ権つ利が宣れ口 (1924) が
権利とそ 国 1959)へと た。子ども
社J のあゆみ の権利をいっそう保障し，実効あるものとするため，権(児童の権
利に関する条約)が国連総会で採択された。




る権利をもっている。 1951年， 日本は児童憲章を制定し. ...1989 
年 11月国連で，権が採択され 子どもが自分に関係することが
らに意見を述べ，参加の機会・権利行使の機会が保障されることを




て が求められている。また権は 国や地方公共団体に 政策や決定を
実現する義務を課している。
P.60 コラム -権(子どもによる子どものための「権J)
T 1 P.60 子どもの . 1951年の子どもの日に制定された児童憲章は 児童福祉の基本
社O 権利 理念を明らかにした。・ 権は， 子どもの基本的権利と福祉の向上
を，より進めた形で表現した。 親が果たすべき義務を国際的に約
束した画期的な内容である。
P.46 児童福祉 -権 (1989年に国際総会で採択され わが国は 1994年に採択・決
社D 議した)では， 子どもの人権を尊重すべきことが示されている。
P.46 コラム -権の主旨





社~I P.48 の子ども表 -権(抜粋) (第2・3・12・18・19条)
P.50 児童福祉 • r権」の批准(1994年)以降は， 児童の声を代弁する機能を
の活動 もつオンブズパーソンや，権利擁護活動 制度の設置や組織化が推
進されている。























































待防止法について説明を加えているのは， KA社の P74 
や， TA社の P91の注，また， J社2の教科書の P52や，
TO社P61，D社の P49などである。また，児童虐待の
増加の推移を取り上げているものとして， TA社の P59 
の図， J社の 1の教科書P60の図， J社2の教科書のP52
のコラムである。また，虐待の種類については， KA社，













K 1 P.74 1 注 |・防 虐待のおそれのある場合の立入調査 親権の制限
A 1 P.74 1注 |・子どもが相談できるおもな機関



















P.20 I注 |・親権者が虐をしたときは，親権を失うことがある。 1998年に全
国の児童相談所によせられた虐に関する相談は6932件












社 1P.61 1注 -虐…虐待の禁止と国や社会の責任，児童保護の方法などが明示さ
れた。














Iftl 待 |の中心的課題 。
! f'1) I ム | ・虐ω5tH!
P.27 1鋭ずとi.tl・ 2000 "1ー には親のr向待行動から fどもを守るための「防J も成
|律 |ιした。
ド1 P62 1 育児不安|・虐待とは 養育斉である大人が fどもに対して力を乱用するこ
礼と児向島!とをさす。 児室家庭支援センターや児童相談所などを活用し 親



































































































































































育所・児童福祉施設 児童相談所福祉事務所など・経済保障・保健所・病院・児童遊園 児童館 図書館
など)








P.27 新しい家族に -育児・介護休業法でも・男性にも育児・介護で休暇をとる権利を認め 男女共同参画社会基本法において
求められるも も.男女が相互の協力と社会の支援のもとに.家庭責任と仕事その他の社会的活動を両立できる社会を形成
の することが必要である
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休日保育の推進，地域子育て支援センターの整備)














P.34 家庭責任の共 -これまで 家庭生活はともすると男性は仕事 女性は家事・育児といった性による固定的な役割分業意識









P.56 父親の育児参 -父親との交流によって子どもの成長はより豊かになるロところが 日本の父親は諸外国に比べて 子ど














































































































































































































オlばならない。」とある。また， J tI:1の教科 tヰでは p








































































































































P.69 コラム • r一歳育児神話」とは 科学的な根拠がないのに「女性は生まれつき母性本能が備わっていて とりわけ3歳までは母
の手で育てないι以後の人格形成に問題を残す」 なかば信仰化された考え方
P.71 国・地方自治体 親には子どもを育てる責任があるが 国や自治体には親がその責任を果たせるよう援助する責任があり 施策がと
の子育てに関 られている。 子育てについて家族だけで解決しようとするのではなく 集団保育や支援センターを適切に活用すると
する保障 主主ζι 彊の立場から自治隼盆自のエンゼルプフンづくりにさまざまな形で~し 地盛の工草て率鍾を事去させてい
きたい。
P.71 考えよう あなたが盗のような状況になったら また 相手がこのような状態だったら どう考えるだろうか。「夫|己主で乏忙。
華日盟りが遅く 童や子どもと辞する堕聞が少ないと盛じている。「重l引っ越したばかりで逗車に謹しい話し相手もい
K ない。孟どもはかわいいが思うようにならないことも乏く 毎日いらいらしている。盤壁画に畢fました奪格があり 何
社A とかそれを生かしたいと思っている。
P.72 仕事と子育て -男女が共同して家庭や社会に参画するためには男女共に子育てと働くことが両立できる 両立支援国・自治
の両立支援 体が保育所などの拡充をする方向と，企業などの職場が働く条件を改善していく方向 国 自治体の支援策 しだいに
整備されてきている。また働く条件 まだ十分とはいえないが一定の整備 。しかし 地域や職場では 依然として出
産退職を当然としたり 性別役割分業意識が残っている。 企業社会のしくみを変え 家事 育児を楽しめるように
なる必要がある。また，母子家庭・父子家庭やシングルマザーなど さまざまな家庭の子どもたちが健やかに育つよう
に，行政企業家族個人はそれぞれの立場で考え努力していかなければならない。
P.72 注 -育児介護休業法 所得保障が十分でないなどの問題点がある。しかし 女性だけでなく男性が育児にかかわること
ができる点で この制度の意義は大きい。
P.88 子育ての支援 こうした子育てしにくい環境には 社会の変化が大きく影響しており 親や家庭の力だけで問題を克服していくこ
とは難しくなっている。そこで子どもを社会的な存在として考え 子育てを制度的・心理的に支援するさまざまな法
律や制度が作られている。 国や地方自治体だけでなく 地域住民の協力が必要である。 雇用者の努力とともに 仕
事仲間の理解と協力が重要である。 子育ての支援には 法律や制度だけでなく すべての人が子育てにかかわってい
るという自覚と協力が必要なのである。 仲間の理解と協力が重要
~ Ip.89 TRY -あなたの地域の子育てに関する取り組みについて調べてみよう (HINT保育所や幼稚園の行事地域の広報誌 イン
社A ターネット ) 
P.92 これからの子 こうした問題を改善するためには 子育ての環境の整備に 家庭地域，企業 政府が一体となって取り組んでい
育て かなければならない。
P.93 地域と子ども 親子にとっても もっとも身近な社会は地域であり 。これからの子育ては 地域にいかに溶け込んだ形でおこ
なわれていくかが課題 また 地域子育て支援センターなどの相談機関払たちはもっと もたなければならない。
P.63 地域で育つ 地域でのつきあいが緊密になれば，親自身の視野もひろがり 子ども同土の仲間づくりも促進される。子どもを地
域のなかで育てるためには 地域に開かれた家庭をきずくことも必要である。
P.63 子育てのため 子育てに対する負担や不安をもっ人が糟え，生活環境が変化する中で 子育てを社会的に支援する必要性も高まって
社1 の社会的支援 いる。行政では 企業では 地域社会では環境の整備子育てに関する仲間づくりや活動の活性化などが課題となっ
エとゑム最近では，地方自治体が子育て支援センターなどを新設し，諸施設をつないだ子育てのネットワークが整備さ|
れている。
P.64 子どもについ エどもたちのために活塾している NPOなどの組盤や活動自室について調べよう。
て知ろう
P.49 子育てへの社 少子化には，手間ひまがかかり，お金のかかる子育てが敬遠されるという背景 子どもを育てる養育責任は第一に






社~IP.50 国と自治体の 子育ての社会的サポートには，新エンゼルプランにあるように.施設 設備や場を用意するハード面でのサポートと
役割 心理的・情緒的にささえるソフト面 国や自治体はその両面にわたって総合的な施策を行い 子育てしやすい環境を整
備し 子育てに対する親の負担感の軽減をはかる必要がある。また 保育施設をつくるなど 最大限の努力をはらうこ
とが国や地方自治体の責務である。
P.78 子どもをうむ エどもをうむと盗めた翠由 3謹の鍾鍾と 2種の条位 出産・盲児に圏する割車はどうなっているか? 日李と21国
うまないうめ との出産・茸児に国する割車を下の孟で比撃して 翠在の日査の墓董点を章えてみよう。
ない
P.78 表 はたらく女草をめぐる割底割底の属医比藍~隼墨所i音量障一日李アメリカ ドイツ フランス スウエー
手よよ
P19 危機への対応 養育や 世帯規模が縮小し，家庭の機能も縮小している今目では 困難な出来事の発生は家族の経済的・精神的問
題を招きやすく，個人や家族の努力だけでは 予防したり対処することが不可能であることも多い。家庭生活の不安を
解決 社会的な援助のシスァムが必要
T 1P.22 ワーク -もしも，塞族に次のような伊彊が起こったら その聾決にどのような卸車やしくみが利息できるだろうか。 自zi.の











































































Analysis of the Support for the Child Care in Textbook 
“Integrated Home Economics" for Upper Secondary Schools 
Yoko TORII*， Tomoe ONISHI*ぺKaoriHASHIMOTO * * and Nobuo SAWADA * * 
The purpose of this study is to analyze the support for the child care in textbook “Integrated Home Economics" for upper 
secondary schools. 
The results were as follows. 
1 The guarantee for the rights of the child: The descriptions of the low and the c1hild abuse were many， but the 
background of those were litt1e. 
2 The support for the child care: The needs and measures were described mainly. It is di伍cultfor students of upper 
secondary schools to realize the support for the child care. 
* Department of Home Economics， Naruto University of Education 
* * Graduate School of Education， Naruto University of Education 
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